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連
載
そ
の
２　

た
た
ら
今こ

ん
じ
ゃ
く昔

安来市・奥出雲町・雲南市
「日本遺産」共同企画

日
本
遺
産
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」

　
今
回
は
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
」

の
核
と
な
る
、
鉄
づ
く
り
の
舞
台
を
取

り
上
げ
ま
す
。
こ
こ
出
雲
地
方
に
は
世

界
で
唯
一
、
た
た
ら
の
姿
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

世
界
で
唯
一
現
存

菅す
が
や谷
た
た
ら
山さ

ん
な
い内

　

山
内
と
は
、
た
た
ら
操
業
を
行
っ
て

い
た
製
鉄
施
設
と
職
人
の
住
居
を
指
し

ま
す
。
菅
谷
た
た
ら
山
内
は
、
吉
田
町

の
田
部
家
が
江
戸
か
ら
大
正
時
代
ま

で
、
実
際
に
鉄
を
つ
く
っ
て
い
た
場
所

で
す
。

　

ま
た
、
操
業
当
時
の
姿
が
世
界
で
唯

一
現
存
し
、映
画「
も
の
の
け
姫
」の〈
タ

タ
ラ
場
〉
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
本
物
」
だ
け
が
持
つ
独
特
の
空
間

河
井
寬
次
郎
展
を
開
催
中

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36

－

０
８
８
０
　
　

と
周
囲
の
景
観
は
、
訪
れ
る
者
を
圧
倒

し
ま
す
。
た
た
ら
製
鉄
に
従
事
し
た
職

人
や
そ
の
家
族
た
ち
の
生
活
や
息
遣
い

を
、
時
空
を
飛
び
越
え
て
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
場
所
で
す
。（
国

指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
雲
南
市

吉
田
町
）

世
界
に
誇
る
日
本
の
技
術

玉
鋼
製
造
（
た
た
ら
吹
き
）
伝
承

　

１
３
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
連
綿

と
継
承
さ
れ
て
き
た
世
界
で
唯
一
の

製
鉄
法
「
た
た
ら
吹
き
」。
今
も
な

お
、
奥
出
雲
町
で
操
業
さ
れ
る
た
た
ら

吹
き
は
、
日
本
刀
の
原
材
料
で
あ
る

「
玉た

ま
は
が
ね鋼
」
を
生
産
す
る
と
と
も
に
、
た

た
ら
の
技
を
伝
え
、
後
継
者
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

　

炎
が
燃
え
上
が
る
様
子
は
、
た
た
ら

の
神
様
「
金か

な
や
ご
し
ん

屋
子
神
」
の
存
在
を
感
じ

さ
せ
る
神
秘
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

職
人
の
作
業
は
今
日
の
先
端
技
術
で
も

説
明
で
き
な
い
ほ
ど
緻
密
な
も
の
で

す
。

　

ま
さ
に
、
も
の
づ
く
り
の
原
点
で
あ

り
、
世
界
に
誇
る
日
本
の
技
術
と
い
え

ま
す
。（
国
選
定
保
存
技
術
、
奥
出
雲

町
大
呂
）

　

た
た
ら
に
関
す
る
出
前
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
和
鋼
博
物
館
（
電

話
23

－

２
５
０
０
）
へ
。

（左）日本刀の原材料
となる玉鋼。（下）菅
谷たたら山内。いちば
ん奥が高殿。

　

陶
工
河
井
寬
次
郎
さ
ん
が
亡
く

な
っ
て
50
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
安

来
の
人
々
は
、
今
も
な
お
尊
敬
の
気

持
ち
と
親
し
み
を
持
ち
続
け
て
い
ま

す
。

　

安
来
市
は
、
寬
次
郎
さ
ん
の
も
の

づ
く
り
の
喜
び
や
ふ
る
さ
と
へ
の
思

い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
「
今
こ
そ
永
遠　

河
井
寬
次
郎
展

―
ふ
る
さ
と
安
来
へ
の
言こ

と
伝づ

て
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
（
会
場
は
安
来
市
加

納
美
術
館
）。

　

今
回
、
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す

る
前
に
安
来
の
人
に
依
頼
さ
れ
て
制

作
し
た
陶
器
、
寬
次
郎
さ
ん
の
影
響

を
受
け
た
安
来
の
職
人
が
心
を
込
め

て
つ
く
っ
た
作
品
な
ど
１
０
０
点
以

上
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
幼
い
頃

の
思
い
出
を
胸
に
感
動
と
と
も
に
生

き
た
寬
次
郎
さ
ん
の
思
い
に
触
れ
て

く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
、
様
々
な
行
事
が
市
内
各

地
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

安
来
市
教
育
委
員
会
ま
た
は
加
納
美

術
館
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
会
期
》
12
月
４
日
（
日
）
ま
で　

火
曜
休
館

《
開
館
時
間
》
９
時
か
ら
16
時
30
分

（
入
館
は
16
時
ま
で
）

《
入
場
料
》
一
般
１
０
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
５
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料
。

河井寛次郎「三色碗」

名碗を愉しむ会（11月）
　　　「もみじ茶会」
作品鑑賞の後、茶室「如水庵」にて
呈茶。名碗を手にとってご覧いただ
けます。▼日時：11月20日（日）　
午前の部10時～・午後の部13時～
▼料金：2500円（入館料込）▼申込
期限：11月17日（木）

◀ 11 月の名碗：
浜田庄司 (人間国宝 )
「柿釉赤絵茶碗」ほか

↖


